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1 .関心事調査の位置づけ
応答予測モデ、ルを用いて環境質の変化を推測するためには、研究者は当該分野の専門知識に基づき、可
能なインパクトを設けて様々なシナリオを構築する必要がある。より現実味の強いシナリ オの勘考にあた
って、特定の流域環境について、 一般市民がどのような事柄に関心をもっているか、そして何かを期待し
ているか、などの関心事にかかわる情報が不可欠である。つまり、関心事調査により収集されるデータは、
応答予測モデ‘ルに基づ、くシナリオの作成に寄与できる。具体的に言えば、流域環境における人びとの関心
事が明らかになれば、それらに関係する環境要素を変化させるよ うなイ ンパクトを設定することができる。
環境意識プロジェクトでは、流域管理ツールの開発を目的の 1っとしたために、特定の流域に限定せず
に、広い意味での環境サイトに対する関心事を調査することにした。そのため、ここで言う関心事調査の
設計は、普通の環境サイトを想定している。これにより、プロジェクトの成果における汎用性を保証し、
より一般化した関心事抽出方法の開発が可能となる。
2. 関心事調査の設計方法
関心事調査では、 一般市民を対象に、流域の代表的な環境サイトに関心をもっ事柄を調べることを最大
の目的とする。流域環境にかかわるトピックスを選定するためには、図 lのような概念図に則って行うこ
とを考えた。環境の質や特徴などについては、複数の調査課題によって記述し、特定の環境サイトがもっ
多様な価値をそれぞれ調査課題とする。また、各々の課題に対しては、対応する複数のキーワードを設け
て、その意味をカバーする。
そして、操作的定義により各
キーワードの意味と計測方
法を具体的に特定し、調査に
必要な質問項目を選定する。 トピック
最終的には、質問項目が代表
する中身を内容として質問 • 
文を作成する。例えば、森林
の直接利用という調査課題
の下で木材、他の繊維原料、
操作的定義
食料などのようなキーワー 質問項目
ドが考えられる。各キーワー
ドが特定の意味を表せば、具
体的な質問をスムーズに作 質問
ることが可能である。つまり、
図 1のような概念図を用い
ることにより、調査データの
設計、収集、解析にわたって
各質問項目の位置づけを確
認することができる。
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図1 調査票設計の概念的フローチャート
一方、流域環境にかかわるトピックスの選定については、次のような考え方のもとで具体的な課題を案
出することにした。まず、地球圏 ・生物圏国際共同研究計画(IGBP)の土地利用 ・被覆分類体系を参考にし、
流域環境を、「森林」、「草地J、「農地J、「水域」などのように分類する。次いで、各環境サイトの価値を利
用価値と非利用価値という 2つのカテゴリーに分ける。ここでは、利用価値とは、環境が位置する場所を
利用することによって得られる効用で、さらに直接的利用価値と間接的利用価値に分けることができる。
例えば、森林において木材を提供することが直接的利用価値であるが、森林のレクリエーション価値が間
接的利用に関連したもので、間接的利用価値にある。一方、非利用価値とは、環境が位置する場所を利用
しなくても発生する満足感のことで、さらに内在的価値と本質的価値に分けられている。内在的価値とは、
畏敬や驚嘆の対象としての自然の価値を意味する。それに対して、本質的価値は人聞の介在なしに自然そ
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れ 自 体 に 価 値 が あ る と い う 意 味 を も っ て い る も の で 、 必 ず し も 明 確 に 表 せ る 内 容 と は 限 ら な い 。
関 心 事 に つ い て は 、 一 般 市 民 の 環 境 意 識 と し て と ら え 、 利 用 価 値 と 非 利 用 価 値 を 中 心 に 展 開 し 、 価 値 に
直 接 か か わ る 人 間 活 動 、 環 境 影 響 な ど を も 調 査 内 容 に 取 り 入 れ て い る 。 こ の よ う な 意 味 で 、 土 地 利 用 ・ 被
覆 、 価 値 の 2 つ の 主 軸 に 次 い で 、 人 間 活 動 と 環 境 影 響 な ど を 第 3 軸 と し て 取 り 上 げ 、 関 連 す る キ ー ワ ー ド
を も 考 案 し た 。 こ の よ う に 、 こ こ で 提 案 し た 関 心 事 調 査 の 設 計 の 本 質 は 、 流 域 環 境 を 複 数 の 調 査 課 題 に 分
け 、 そ れ ぞ れ の 課 題 を 描 く キ ー ワ ー ド を 作 成 し た 上 で 、 キ ー ワ ー ド を 計 測 可 能 な 概 念 に す る こ と で 、 質 問
項 目 を 1 つ ず つ 構 築 し 、 そ れ に 対 応 す る 質 問 文 を 作 る こ と に あ る 。
日 本 に お け る 土 地 利 用 ・ 被 覆 の 実 態 を 十 分 に 吟 味 し た 結 果 、 環 境 に 関 す る ト ピ ッ ク ス は 、 「 森 林 」 、 「 農 地 」
と 「 水 域 J の 3 つ の 環 境 サ イ ト と 、 「 直 接 的 価 値 J 、 「 間 接 的 価 値 」 、 「 内 在 的 価 値 」 と の 組 合 せ と し て 作 成 し
た 。 ま た 、 デ ー タ 分 析 の 必 要 性 を 考 え 、 人 間 活 動 や 環 境 影 響 に 関 す る 質 問 項 目 を 取 り 入 れ た 。 調 査 票 の 設
計 で は 、 そ れ ぞ れ の 環 境 サ イ ト の 価 値 に 対 す る 関 心 を 中 心 に 、 そ れ ぞ れ の 質 問 項 目 を 構 築 し た 。 例 え ば 、
森 林 に 対 し て 、 「 木 材 生 産 J や 「 他 の 林 産 物 j な ど の よ う な 直 接 的 価 値 に 対 す る 関 心 を 聞 く と 同 時 に 、 「 レ
ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出 」 や 「 水 質 浄 化 J な ど の よ う な 間 接 的 価 値 に 対 す る 関 心 を も 調 べ る 質 問 項 目 も
考 え 出 し た 。 な お 、 「 内 在 的 価 値 」 に 関 す る 質 問 項 目 と し て 、 環 境 サ イ ト に お け る 体 験 や 具 体 的 な 内 容 を 聞
く 項 目 を 設 け た 。 例 え ば 、 身 近 な 環 境 サ イ ト の 有 無 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 の 頻 度 、 環 境 配 慮 行 動 、 地 球
環 境 問 題 へ の 関 心 、 環 境 情 報 の 入 手 経 路 、 と い っ た も の が 挙 げ ら れ て い る 。
3 . 調 査 実 施 方 法 の 概 要
関 心 事 調 査 は 、 日 本 全 国 か ら 無 作 為 に 抽 出 さ れ た 20 歳 "-'79 歳 ま で の 成 人 男 女 1， 800 人 を 調 査 対 象 と し
て 実 施 し た 。 調 査 の 実 施 方 法 は 、 調 査 員 に よ る 個 別 面 接 聴 取 法 で 、 調 査 期 間 は 2 0 0 5 年 10 月"-' 11 月 の 間 で
あ っ た 。 有 効 回 収 標 本 数 は 8 8 6 人 で 、 回 収 率 が 4 9 . 2 % で 、あ っ た 。 な お 、 50 歳 以 上 の 回 答 者 は 回 収 標 本 の 6
割 弱 を 占 め て お り 、 年 齢 層 間 の 偏 り が 見 ら れ た 。 関 心 事 調 査 デ ー タ を 基 に 、 環 境 サ イ ト 別 の 単 純 集 計 を 行
っ た 結 果 、 一 般 市 民 の 環 境 サ イ ト に 対 す る 関 心 事 と し て 、 森 林 に 対 し て 水 質 浄 化 ・ 生 活 環 境 保 全 ・ 動 植 物
棲 息 地 ・ 二 酸 化 炭 素 吸 収 、 農 地 に 対 し て 穀 物 の 生 産 ・ 野 菜 ・ 果 物 の 生 産 、 水 域 に 対 し て 生 活 用 水 ・ 自 浄 作
用 に つ い て 高 い 関 心 が そ れ ぞ れ 持 た れ て い る こ と が 浮 き 彫 り に な っ た 。
4 . デ ー タ 分 析 お よ び 考 察
関 心 事 調 査 の 最 大 の 目 的 は 、 そ れ ぞ れ の 環 境 に 関 心 を も っ 事 柄 を 抽 出 し 、 そ れ に 影 響 す る 要 因 を 解 明 す
る こ と に あ る 。 こ こ で 森 林 、 農 地 、 水 域 に 関 す る 事 柄 に 対 し て 、 回 答 選 択 肢 を 「 と て も 関 心 が あ る J、 「 少
し 関 心 が あ る J 、 「 あ ま り 関 心 が な し リ 、 「 ま っ た
く 関 心 が な し リ と い う 4 つ の カ テ ゴ リ ー に 分 け
た 調 査 デ ー タ に 数 量 化 E 類 を 用 い て 分 析 し た 結
果 、 関 心 事 同 士 、 関 心 事 と 回 答 者 の 属 性 の 関 連
が 明 ら か に な っ た ( 図 3 ) 。 第 1 軸 と 第 2 軸 の カ
テ ゴ リ ー に 与 え ら れ た 重 み を み る と 、 4 つ の 選
択 肢 が 右 側 か ら 平 面 上 に 順 に 並 び 、 選 択 肢 l 、 2 、
3 が 非 常 に 近 い こ と が わ か る 。 カ テ ゴ リ ー が 二
次 元 の 平 面 上 に U 字 形 に な る こ と は 、 森 林 、 農
地 、 水 域 に 関 す る 関 心 事 へ の 関 心 は 近 い 関 係 が
あ り 、 互 い に 影 響 し 合 う 傾 向 を 示 し て い る 。
森 林 、 農 地 、 水 域 に 対 し て 、 直 接 的 価 値 と 間
接 的 価 値 を 問 わ ず に す べ て の 価 値 に 関 心 を も っ
ク ラ ス タ ー と 関 心 を も た な い ク ラ ス タ ー に 分 か
れ て い る 。 あ る 環 境 に 関 心 が あ れ ば 他 の 環 境 に
も 関 心 が あ る が 、 逆 に 、 す べ て の 環 境 サ イ ト に
関 心 を 示 さ な い 傾 向 が あ る 。 属 性 別 に み れ ば 、
男 性 、 壮 年 層 に は 関 心 の 度 合 が 強 し 、 が 、 高 年 層
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や 低 学 歴 層 は 関 心 が 薄 い 。 図 2 関 心 事 の パ タ ー ン 分 類 の 空 間 的 構 図
こ の よ う に 、 本 研 究 で 考 案 し た 関 心 事 調 査 の 設 計 方 法 が 流 域 環 境 に お け る 重 要 事 項 の 抽 出 に と っ て 有 効
な ツ ー ノレ の 1 つ だ と 言 え よ う 。
8 3  
